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現場主義！ 医療の質・安全管理部 転倒転落予防プロジェクト

年間400-500件の転倒転落 が発生
中には骨折し、手術に至る事例も
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１例でも発生を減らすべく、 取り組んでいるチーム。それが…

取り組み例～病棟脱衣室の床材改修 取り組み例～啓発動画の作成・公開

・病院公式 で公開
→QRコード変換し、「入院のご案内」に掲載

・病室TVでも、常時放映中

「ここ、転びやすいのでは？」、そんな気付きがありましたら、プロ
ジェクト事務局(医療の質・安全管理部,2503)まで、ご連絡ください。

一緒に、より「転びにくい環境・病院」を創っていきましょう！
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